
地球温暖化と気候変動の時代に入り、2021年にG7各国は
30by30といって、2030年までに陸と海の30％以上を
健全な生態系として保全するという約束をしました。

しかし、現在、日本は約20％で足りません。そこで、
「民間の取組等によって生物多様性の保全が図られてい
る区域」を「自然共生サイト」として国が認定し、
保護地域との重複を除いた区域については、
ＯＥＣＭ(保護地域以外で生物多様性保全に資する区域)
として国際データベースに登録することになりました。

京都の ＯＥＣＭ申請に ＧＩＳ解析で協力します

30by30 と OECM
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ＯＥＣＭ申請へのstep

活動方針

データ解析

調査データ

活動実績

申請書作成 相談対応・助言

なし

なし

なし

なし

解析手法、特に、GIS解析による土地利用多様性
評価等に関する技術相談・情報提供・助言

調査方法に関する技術相談・情報提供・助言

活動内容に関する相談対応・情報提供・助言

方針・方向性に関する相談対応・情報提供・助言

報告書作成

申請書提出

・ 「奥行き度」の評価
・ 土地利用多様性指数
・ 流域別土地利用解析
・ 景観解析
・ エコトープ解析
・ 「適地適木」

京都は三山に囲まれ、自然と共生した歴史都市です。
緑地公園や社寺林等もあり、世界文化遺産もあります。
里地里山もあり、ＯＥＣＭの候補地が数多くあります。
また、京都モデルフォレスト協会等を通して、各企業が
「企業の森」づくり活動に取り組んでいます。

OECM の候補地

主として
GISを用いた

データ解析手法
（可視化、定量化）

について
相談に乗ります。

解析結果は
学会発表などに

使わせていただく
ことがあります。

GIS解析による環境の可視化と評価

相談窓口 ： 環境情報研究室


